
 

【歯科医療に関する一般生活者意識調査】 

この 1年以内の歯科検診・健診率は 52％ 

全国的に上昇の兆し 

―全国の 20～70 代の男女 10,000 人への調査― 

 

■受診経験者の 4人に 3人は治療に満足 

■「技術力」「治療費軽減」「痛みの軽減」に加え、 

「治療期間の適切さ」や「治療内容のわかりやすい説明」も期待 

■歯の状態が体へ及ぼす影響への関心度は高いが、詳しくは知らない 

 

公益社団法人 日本歯科医師会 

2014 年 6月 26 日 

 

 

 公益社団法人 日本歯科医師会（所在地：東京都千代田区九段北、会長：大久保満男）

は、全国の 20～70 代男女を対象に、2014 年 3 月 4 日（火）から 3 月 6 日（木）まで「歯

科医療に関する一般生活者意識調査」を実施しました。 

 本調査は、当会の広報活動の趣旨である「歯科医療に対する国民の認知度・理解度向上」

および「歯科医師や診療に対する評価・イメージの向上」に向け、現状の歯科医療を取り

巻く環境や生活者の意識を把握し、今後の広報展開に役立てることを目的として、2005 年

から隔年に実施しているもので、今回で 5 回目になります。 

 同調査結果によって、以下のような実態が浮き彫りになりました。 

 

1 年以内に歯科検診・健診を受けている人は 52.1％。前回（46.6％）に比べ、

上昇。 

この１年間に「企業や自治体（行政等）の歯科検診・健診（チェック）」や「歯科医院で

のチェック」を受けた人は全体の 52.1％。前回調査（2011 年：46.6％）時に比べ検診・健

診率は上昇しています。全国どのエリアでも検診・健診率は上昇しており、全国的に検診・

健診を受けることが広がってきている兆しがみられます。歯科検診・健診または歯科医院

でのチェックを“受けている”人は、男性より女性の方が多く、また、高年齢になるほど

高くなる傾向がみられます。その一方で、男性 20～50 代、女性 20 代・50 代では、この    

１年間の検診・健診率は 5割を下回っています。 
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受診の動機は、痛みやはれ、出血、過去の治療箇所の不具合 

歯科受診のきっかけとして多かったのが、「痛み・はれ・出血があったから」（36.7%）、

「過去の治療箇所の不具合が生じたから」（27.4%）というものでした。生活者の多くが「具

体的な痛みや症状を実感したら受診をする」という傾向は前回調査時から変わってはいま

せんが、今回は「定期的に通う時期だったから」が 2 割を超え、口内の病気予防や健康チ

ェックのために受診する人が増える兆しが見られます。 

 

８割以上が、歯や口内に異常を感じながらも治療をしていない 

回答者 10,000 人のうち、半数以上が「歯や口腔に異常を感じている」（55.0%）と回答し

ています。しかしながら、異常を感じている人でも現在治療を受けている人は 2 割にも満

たない（18.4%）状況にあります。 

 

受診を自己判断で決めている人も 

歯科治療を中断、または受けていない理由では、「悪いところがないから」（42.3%）、「治

療が終了した、病気が治ったから」（33.8％）、「痛みを感じるなど、ひどい状況ではないか

ら」（18.9%）などの回答が上位を占めています。自己判断によって治療を受けていないケ

ースも多いようです。 

 

かかりつけ歯科医がいる割合は 6割以上 

約 66%の人に「かかりつけの歯科医がいる」ことが分かりました（65.8%）。男女とも、

年齢が上がるとともにその割合は増える傾向にあり、70 代においては約 85％になっていま

す（男性: 84.6% 女性:85.3%）。かかりつけ歯科医を選ぶポイントとしては、通院に便利な

場所（自宅の近所、通勤・通学の途中）という「立地」を重視している人が多く（59.1%）、

次いで「技術力」（22.6%）、「歯科医師が信頼できる」（17.3%）が挙げられています。 

 

4 人に 3人は治療に満足。決め手は「丁寧」「スタッフの対応」「時間通りの診療」 

歯科治療経験のある 9,647 人のうち、4 人に 3 人にあたる約 75%が治療に満足している

と回答しています（74.5%）。「治療の丁寧さ」（44.1%）、「スタッフの対応の良さ」（39.5%）、

「時間通りの診療」（39.5%）、「治療方法の分かりやすい説明」（30.2%）などが満足度の決

め手となっています。技術力はもちろん、きめ細やかなサービスも患者の満足度を左右す

る上で重要なポイントとなっているようです。 
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「技術力」「治療費」「痛みの軽減」に加え、「治療期間の適切さ」や「治療内容

のわかりやすい説明」も期待 

生活者が歯科医師・歯科医院に期待していることは、「治療技術」（59.7%）、「治療費負担

が低いこと」（54.9%）、「痛くないこと」（47.3%）が上位に挙げられています。さらに、「治

療期間・回数の低減」（38.5%）、「治療内容の分かりやすい説明」（36.9%）なども期待して

います。 

 

歯科医療に対する生活者の関心度は非常に高いが、詳しく知っている人は少な

い 

歯科医療について、生活者はさまざまな関心を寄せています。「歯並びやかみ合わせの悪

さが歯の病気の原因となる」（87.7%）、「歯科疾患と全身の病気との密接な関係」（85.4%）

などの事柄に対する関心度は 85％を超えています。 

また、認知度も、「歯並びやかみ合わせの悪さが歯の病気の原因となる」は 87.9%、「歯

科疾患と全身の病気との密接な関係」は 76.7%と高くなっていますが、いずれも、「聞いた

ことがある程度」で、「詳しく知っている」の割合は 1～2 割にとどまっており、詳しく理

解している人が少ないことが明らかになりました。 

また、歯科疾患と全身の健康との関わりについても、「歯周病」と「低体重児出産や早産」

「気管支炎」「血糖値を下げる妨げ」「脳卒中」へ影響を及ぼすことについては 6～7 割が「全

く知らない」としており、歯科疾患と全身の健康の具体的な事柄に関して知られていない

ことが明らかになりました。歯科疾患と全身の健康との関わりについては、今後ますます

認知や理解を広げていくことが課題と考えられます。 

 

歯科医師会からは日常の基本的な口腔ケアに関する情報が求められる 

 歯科医師会から欲しい情報は、「歯や口の中の主な疾病とその予防方法」（46.2％）、「歯の

正しい磨き方」（40.3％）など、基本的な日常の口腔ケアに対する情報が求められています。 

 また、20・30 代は「正しい歯の磨き方」、女性 20・30 代は「子ども向け歯の手入れ方法

や予防方法、食育」、60 代以上の高齢者は「高齢者向け歯の手入れ方法や予防方法、介護予

防、歯と健康長寿の関係」、｢義歯やブリッジなど治療した歯の日ごろの手入れ方法｣を求め

る人が多くなっており、年齢層によって求められる情報は異なっていることが明らかにな

りました。 

 

以上の調査結果により、日常の検診・健診や定期的なチェックへの意識はあがってきて

いるものの、実際の治療率は低く、また歯科疾患とそれが及ぼす全身への影響についてき

ちんと理解している人は少ないという実態が明らかになりました。 

 

同調査結果の概要は、以下の通りです。 
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20代 30代 40代 50代 60代 70代 計

北海道・東北 145 188 192 205 230 177 1,137

関東 338 442 464 382 457 322 2,405

東京 180 224 220 158 174 134 1,090

東海・信越 203 273 281 247 295 220 1,519

近畿 263 331 346 291 368 274 1,873

中国・四国 110 150 147 147 182 136 872

九州 150 191 187 201 214 161 1,104

合計 1,389 1,799 1,837 1,631 1,920 1,424 10,000

≪調査実施概要≫                                                        

 

■調査対象およびサンプル数 

・全国の 20～70 代男女、10,000 サンプル（有効回収スペース） 

※なお、歯科医師・歯科衛生士・歯科技工士等歯科医療従事者は事前に除外。 

・日本歯科医師会のブロック分けに従い、全国 7ブロックごとの年代別人口比でサンプルを収

集。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査手法 

・インターネット調査 

※インターネット調査会社の保有する調査パネルを抽出名簿とするインターネット調査

（モニター会員にアンケートを依頼、アンケートフォームにエントリーした人を対象）。 

 

■調査期間 

・2014 年 3 月 4 日（火）～2014 年 3 月 6 日（木） 
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≪主な質問項目と回答結果≫                                              

 

 

【一般生活者の歯科医師・歯科医院へのかかわりについて】 

 

■ 1 年以内に歯科検診・健診を受けている人は 52.1％。検診・健診率は前回（2011

年）に比べ、上昇。 

この１年間に「企業や自治体（行政等）の歯科検診・健診（チェック）」や「歯科医院

でのチェック」を受けた人は全体の 52.1％。前回調査（2011 年）では 46.6％でしたので、

約 6ポイント上昇しています。検診率は全国各地で上昇しています。 

歯科検診・健診または歯科医院でのチェックを“受けている”人は、男性より女性の方

が多く、また、高年齢になるほど高くなる傾向がみられます。その一方で、男性 20～50 代、

女性 20 代・50代では、この１年間の検診・健診率は 5割を下回っています。 

 

 

【１年以内の歯科検診・健診の受診有無】 

2014 年 N=10,000（2011 年Ｎ＝14000）       ＜性別、性年代別＞ 

 

 
 

 
＜居住地別 2011 年との比較＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.1

46.6

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

2014年
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受診経験あり

（％） 

（％） 
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■歯科受診のきっかけは「痛み・はれ・出血」 

これまでに歯科受診をしたことのある人の、受診のきっかけとなった理由で最も多かっ

たのが「痛み・はれ・出血があったから」（36.7％）でした。次いで「過去に治療した箇所

に不具合（とれたり外れたり）が生じたから」（27.4％）、「定期的に通う時期だったから」

（23.7％）となっています。痛みや不具合を感じて歯科受診にでかける人が多いようです

が、「定期的に通う時期だった」という人も約 2割いるようです。 

 

 

【歯科受診のきっかけ】 

N=9,647（歯科治療経験者） 

 

 

 

 

  

36.7

27.4

23.7

13.1

12.2

11.5

0.0 20.0 40.0

痛み・はれ・出血があったから

過去に治療した箇所に不具合（とれたり外れたり）が生じたから

定期的に通う（チェックの）時期だったから

歯がかけたり折れたりしたから

しみたから

歯や口の中をきれいにしたかったから

（％）
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感じている

■「歯や口腔に異常を感じている」人は、全体の 55％  

「歯や口腔に異常を感じている」人は全体の 55.0％。前回（2011 年）と比べても、その

割合は変わっていません。女性 20 代・50 代では「異常を感じている」が 6割を超え、他の

性年代に比べ、「異常を感じている」人が多くなっています。 

 

 

【歯や口腔に異常や問題を感じているか】 

2014 年 Ｎ=10,000（2011 年 Ｎ=14,000）      ＜性別、性年代別＞ 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 
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現在、治療中

治療していたが、現在は中断している
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い

■「現在、治療中」は全体の 13.3％、「異常を感じている」人でも約 8 割が    

未治療 

全回答者の中で、「現在、治療中」と回答している人は 13.3％でした。「治療していたが、

現在は中断している」が 7.0％、「過去に治療を受けたことはあるが、現在は治療していな

い」が 76.2％で、ほとんどの人が治療経験ありという結果になっています（治療未経験者

はわずか 3.5％）。男女別ではほとんど差がなく、年齢が上がるにつれ男女ともに「現在、

治療中」の割合は高くなる傾向が見られます。年齢・男女別で最も高いのが 70 代男性で

21.7％、次いで 70代女性の 24.4％でした。 

また、「歯や口腔に異常を感じている」と回答した 5,504 人の中で、現在治療を行ってい

る人も 18.4％にとどまっています。「治療をしていたが、現在は中断している」人も含め、

「未治療」の割合は約 8割という結果になっています。 

 

【現在の治療状況】 

N=10,000（全体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N=5,504（歯や口腔に異常を感じている人） 
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面倒だから

治療を受ける必要がないと思っているから

■治療の必要性を自己判断する傾向に 

現在、歯科治療を受けていない理由としては、「悪いところがないから」が最も高く 42.3％。

次いで「治療が終了した、病気が治ったから」（33.8％）、「痛みを感じるなど、ひどい状況

ではないから」（18.9％）。以下、「治療に行く時間がないから」（13.4％）、「面倒だから」

（12.4％）、「治療を受ける必要がないと思っているから」（11.8%）が続きます。「悪いとこ

ろがない」など自己判断する傾向が見られます。 

 

 

【歯科治療を中断・受けていない理由】 

N=8,669（現在、歯科治療を受けていない人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 
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■全体の 66％が、「かかりつけ歯科医がいる」 

全回答者のうち、65.8％が「かかりつけ歯科医がいる」と回答しています。男女比では、

男性より女性の方が多く、また男女ともに高年齢層になるほどその割合は増加し、70 代で

は男女とも約 85％が「かかりつけ歯科医」がいると回答しています。一方、男性 20 代では

「かかりつけ歯科医がいる」のは 34％にとどまっています。 

 

 

【かかりつけ歯科医の有無】 

（2014 年 N=10,000 2011 年 N＝14,000）     ＜性別、性年代別＞ 
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歯科医師の診療方針に満足しているから

治療内容・方針・期間・治療費を説明してくれるから

近所や通勤・通学の途中など、通院に便利

な場所にあるから

■「立地」「技術」「医師への信頼」が歯科医選びに大きく影響 

かかりつけ歯科医がいると回答した 6,580 人に対し、その選択理由を聞いたところ、「近

所や通勤・通学の途中など、通院に便利な場所にあるから」の割合が最も高く、約 6割（59.1％）

を占めました。2 位以下の理由は「歯科医師の治療技術に満足」（22.6％）、「歯科医師が信

頼できる」（17.3％）、などでした。 

 

 

【かかりつけ歯科医を選んだ理由】 

N=6,580（かかりつけの歯科医がいる人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 
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15.6

14.1 

58.9

61.3 

18.5

17.0 

5.3

5.8 

1.7

1.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2014年（N=9647)

2011年（N=13603)

大変満足 まあ満足 どちらともいえない あまり満足していない まったく満足していない

【歯科医師・歯科医院に対するイメージ／評価】 

 

■最近かかった歯科医師・歯科医院に対し、4人に 3人が「満足」と回答 

歯科治療経験者 9,647 人のうち、74.5％（「大変満足＝15.6％」、「まあ満足＝58.9％」）

が満足しています。満足していないという人は約 7％（「あまり満足していない」（5.3％）、

「まったく満足していない」（1.7％）にとどまっています。 

 

 

【歯科医師・歯科医院に対する満足度】 

N=9,647（歯科治療経験者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

満足している 74.5％ 
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44.1 

39.5 

39.5 

30.2 

28.4 

22.8 

10.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 

歯科医師の治療が丁寧で上手だと思ったから

歯科医院の受付・スタッフの対応が良かったから

自分の希望通りのスケジュールで診療が受けられたため

歯科医師が（治療以外の）日常の歯や口のケアや予防

についてアドバイスや指導をしてくれたため

予約通りに治療をしてもらえたため・治療までの待ち

時間がなかったため

治療をする前に、歯科医師が、治療方法をわかりや

すく説明してくれたから

歯科医院の診療室や待合室の雰囲気が清潔でよかっ

たから

■歯科医師・歯科医院に対する満足度の決め手は「治療の丁寧さ」「スタッフの

対応」「時間通りの診療」 

歯科治療経験者のうち、医師・医院に対し「満足」と回答している 7,187 人に、満足し

ている理由を聞いたところ、「治療が丁寧で上手だと思った」（44.1％）、「受付・スタッフ

の対応が良かった」、「予約通りに治療をしてもらえた、待ち時間がなかった」（それぞれ

39.5％）という回答が上位を占めました。 

 

 

【歯科医師や歯科医院に対し満足している理由】 

N=7,187（歯科治療経験者で満足している人） 

 

 

 

 

 

 

  

（％） 
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59.7 

54.9 

47.3 

38.5 

36.9 

30.5 

25.8 

20.0 

18.6 

15.0 

14.3 

14.0 

13.7 

12.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 

治療技術が高いこと

治療費の負担が低いこと

治療が痛くないこと

治療にかかる期間や回数が短いこと

治療内容についてわかりやすく説明してくれること

治療の設備が整っていること

治療費について説明が受けられること

予防や健診に力を入れていること

最新の治療についての情報を提供すること

歯科医師によって、技術の差がないこと

自由診療と保険診療を選べること

診療室や待合室に気配りがあること

治療を始める前（事前）に治療期間について説明が受け

られること

保険診療と自由診療の範囲と内容がわかるような説明が

あること

【歯科医師・歯科医院への期待・要望】 

 

■「治療技術の高さ」「治療費負担の低さ」「痛みの軽減」に加え、「治療期間が

長すぎないこと」や「治療内容のわかりやすい説明」も期待 

歯科医師・歯科医院に期待することとして最もポイントが高かったのが、「治療技術が高

いこと」（59.7％）でした。次いで「治療費の負担が低いこと」（54.9％）、「治療が痛くな

いこと」（47.3％）となっています。これらに加え、「治療にかかる期間や回数が短いこと」

（38.5％）や「治療内容をわかりやすく説明してくれること」（36.9％）についても期待し

ています。 

年代別にみると、若年層は「治療費の負担が低いこと」「痛くないこと」、高齢層は「高

い技術力」「分かりやすい説明」を重視しています。 

 

【歯科医師・歯科医院に対する期待、要望】 

N=10,000（全体） 
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87.7 

85.4 

84.9 

83.9 

83.6 

82.7 

81.5 

81.2 

81.0 

79.5 

77.8 

77.1 

74.4 

72.8 

71.7 

60.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

口腔疾患と全身疾患には密接な関係があること

むし歯予防にはフッ素（フッ化物）の塗布や洗口が効果的であること

20本以上自分の歯を保っていればおいしく食べ続けられ、健康長寿につながること

.口臭の原因の9割は口腔疾患に起因していること

.統計的に見ると、歯の本数が多い方ほど長生きをすること

大災害でのご遺体の身元確認に歯型等を調べることが大変有効であること

歯周病にかかっている人は日本人成人の約8割にのぼっていること

がんの手術後の口腔のケアをしっかり行うことで予後（手術後）の回復がよいこと

寝たきりなどを防ぐ介護予防事業で、「口腔のケア」が取り入れられていること

近年、女性歯科医師の数が増えていること

歯並びやかみ合わせが悪いと、むし歯や歯周病、顎関節症、肩こりや頭痛などの原因に

つながること

定期的に歯科医院で健診（チェック）を受けることが、むし歯や歯周病の予防に

つながること

.歯の本数が20本未満でも、しっかりした義歯（入れ歯）を入れていれば、健康な

生活を送ることができること

.統計的に見ると、歯周病等の口腔疾患が軽度な方ほど、かかる医療費が安くな

る傾向にあること

日本は、8020（ハチマルニイマル：80歳になっても20本以上自分の歯を保つ）

達成者が80歳人口の4割近くに及ぶこと

在宅や介護施設等での高齢者や要介護者に対する口腔の機能維持・管理が

栄養改善や誤嚥性肺炎の予防に寄与していること

【歯科医療に関する関心】 

 

■歯科医療に関する事柄、特に全身疾患との関係性への関心度は非常に高い 

歯科医療に対する関心については、「歯並びやかみ合わせの悪さが、歯の病気の原因にな

る」（87.7％）、「歯科疾患と全身の病気の密接な関係」（85.4％）、「定期的な健診が、むし

歯や歯周病の予防につながる」（84.9％）等、歯科疾患と全身疾患との関係や、予防に関す

る関心度が高い結果となっています。 

 

【歯科医療に関する事柄への関心】 

N=10,000（全体） 
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歯並びやかみ合わせが悪いと、むし歯や歯周病、顎関節症、肩こりや頭
痛などの原因につながること

87.9％

定期的に歯科医院で健診（チェック）を受けることが、むし歯や歯周病の予
防につながること

87.1％

むし歯予防にはフッ素（フッ化物）の塗布や洗口が効果的であること 84.7％

口腔疾患と全身疾患には密接な関係があること 76.7％

大災害でのご遺体の身元確認に歯型を調べることが大変有効であること 75.5％

20本以上自分の歯を保っていればおいしく食べ続けられ、健康長寿につ
ながること

71.3％

歯周病にかかっている人は日本人成人の約8割にのぼっていること 64.3％

統計的に見ると、歯の本数が多い方ほど長生きをすること 64.2％

口臭の原因の9割は口腔疾患に起因していること 64.1％

統計的に見ると、歯周病等の口腔疾患が軽度な方ほど、かかる医療費が
安くなる傾向にあること

57.6％

歯の本数が20本未満でも、しっかりした義歯（入れ歯）を入れていれば、
健康な生活を送ることができること

56.5％

近年、歯科医院（歯科医師）の数が増えていること 48.0％

日本は、8020（ハチマルニイマル：80歳になっても20本以上自分の歯を保
つ）達成者が80歳人口の4割近くに及ぶこと

48.0％

在宅や介護施設等での高齢者や要介護者に対する口腔の機能維持・管
理が栄養改善や誤嚥性肺炎の予防に寄与していること

44.5％

近年、歯科医院の経営が厳しくなっていること 43.9％

寝たきりなどを防ぐ介護予防事業で、「口腔のケア」が取り入れられている
こと

43.3％

がんの手術後の口腔のケアをしっかり行うことで予後（手術後等）の回復
がよいこと

35.5％

近年、女性歯科医師の数が増えていること 34.4％

近年、歯科医師を目指す（歯科大学を受験する）若者が減っていること 28.2％

知っている計

19.4

31.3

27.3

10.5

24.0

18.2

12.6

17.2

11.0

11.8

8.4

10.7

9.6

7.2

9.1

8.0

5.9

5.5

3.9

68.5

55.8

57.4

66.2

51.5

53.1

51.7

47.0

53.1

45.8

48.1

37.3

38.4

37.3

34.8

35.3

29.6

28.9

24.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

詳しく知っている 聞いたことがある程度

■ 歯の状態がからだに及ぼす影響に関する認知度は高いものの詳しく知って

いる人は少ない 

 歯科医療に関する認知では、「歯並びやかみ合わせの悪さが、歯の病気の原因になる」、「定

期的な健診が予防につながる」、「むし歯予防にはフッ素が効果的」の認知率が非常に高く、

どれも 8割を超えています。ただし、これらの事柄を「詳しく知っている」割合は低く、「聞

いたことがある程度」の割合が圧倒的に高くなっています。特に、関心度が高かった「歯

科疾患と全身の病気の密接な関係」は、認知度は約 76.7％ですが、詳しく知っている人は

約 1割程度にとどまっています。 

 

【歯科医療についての認知】 

N=10,000（全体） 

 

 

 

 

 

（％） 
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16.4

13.1

14.6

14.8

9.5

7.6

7.1

6.8

5.0

4.6

4.4

3.4

55.5

56.4

53.5

52.2

40.9

38.2

36.6

35.3

29.3

27.1

26.7

22.8

28.1

30.5

31.9

33.0

49.6

54.2

56.3

57.9

65.8

68.4

69.0

73.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

口の中にも「がん」ができること

よく噛むことで脳血流量を増やし、認知症の予防につながること

よく噛んで唾液を出すことで老化防止になること

残っている歯が多いほど寿命も長いこと

歯や口のケアが栄養改善、誤嚥性肺炎の予防につながること

歯周病は心臓疾患にも影響を及ぼすこと

歯周病は脳卒中にも影響を及ぼすこと

歯周病は気管支炎にも影響を及ぼすこと

歯周病が血糖値を下げる妨げになっていること

歯周病は低体重児出産や早産にも影響を及ぼすこと

詳しく知っている 聞いたことがある程度 全く知らない

糖尿病になると歯周病になりやすく、歯周病になると

糖尿病になりやすいこと

口の中にできる「がん」や粘膜疾患の早期発見や予防の

ための検査があること

■歯科疾患と全身の健康とのかかわりにおいて、「歯周病」による影響について

は 6～7割は「全く知らない」 

「口の中にも『がん』ができる」（71.9％）、「よく噛むことで脳血流量を増やし、認知症

の予防につながる」（69.5％）、「よく噛んで唾液を出すことで老化防止になる」（68.1％）、

「残っている歯が多いほど寿命も長いこと」（67.0％）に対する認知度は約 7割という結果

になっています。しかし、これらの項目において「詳しく知っている」の割合はいずれも 

1 割台にとどまります。 

また、歯周病が「低体重児出産や早産」「気管支炎」「血糖値を下げる妨げ」「脳卒中」な

どに影響することについては、非認知度が 6～7割になっています。 

 

 

【歯科疾患と全身の健康とのかかわりに関する認知度】 

N=10,000（全体） 

 

 

 

  

71.9 

69.5 

68.1 

67.0 

50.4 

45.8 

43.7 

42.1 

34.2 

31.6 

31.0 

26.2 

知っている計 
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46.2 

40.3 

27.9 

23.5 

21.4 

20.9 

17.2 

17.0 

15.1 

12.5 

12.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 

歯や口の中の主な疾病とその予防方法

歯の正しい磨き方

歯科の最新技術・治療方法

歯や口の中の主な疾病とその主要因

保険診療と保険外診療の違いに関する情報

歯や口の中の主な疾病とその治療方法

義歯やブリッジなど治療した歯の日頃の手入れ方法

口腔疾患と全身疾患との関係

子ども向け歯の手入れ方法や予防方法、食育

全国の歯科医師・歯科医院の紹介

高齢者向け歯の手入れ方法や予防方法、介護予防、

歯と健康長寿の関係

【歯科医師会の活動に対する認識・要望】 

 

■歯科医師会から欲しい情報は「疾病と予防方法」、「歯の正しい磨き方」など

の日常の基本的な口腔ケアに関する情報 

 歯科医師会から欲しい情報は、「歯や口の中の主な疾病とその予防方法」（46.2％）、「歯

の正しい磨き方」（40.3％）など、基本的な日常の口腔ケアに対する情報を求めています。 

 なお、男女 20・30 代は「正しい歯の磨き方」、女性 20・30 代は「子ども向け歯の手入れ

方法や予防方法、食育」、男女 60 代以上の高齢層では、「高齢者向け歯の手入れ方法や予防

方法、介護予防、歯と健康長寿の関係」、「義歯やブリッジなど治療した歯の日頃の手入れ

方法」を求める人が多くなっています。年齢層によって求める情報は異なっています。 

 

【歯科医師会から欲しい情報】 

N=10,000（全体） 

  

【本件に関するお問い合わせ先】 

 

公益社団法人 日本歯科医師会 広報課 

電話：03-3262-9322 FAX：03-3262-9885 

（％） 


